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【体育の部】 

10月 7日（火）心配された天候も晴れ渡り、爽やかな気候の中で「体育の部」が行われました。夏休み明けから 

準備を重ねてきた生徒たちは、どの競技にも真剣に取り組み、仲間への声援や拍手で団結力を高めていました。 

午前のブロック対抗リレーでは、団の威信をかけた熱戦が会場を沸かせ、午後のクラス対抗大縄跳びでは、全員 

の気持ちが一つになった応援が印象的でした。1・2年生は、3年生の姿を胸に刻み、来年以降につなげてくれると 

思います。 

 

 

 

 

【合唱の部】 

10月 10日（金）文化パルク城陽で「合唱の部」が行われ、学校から生徒たちは電車で会場へ移動しました。 

1年生はトップバッターとして緊張の中、真剣な姿勢で合唱を披露。2年生は昨年の経験を活かし、安定した 

歌声で会場を魅了しました。 

午後は 3年生による最後の合唱。仲間を信じて歌い切る姿は圧巻で、感動的な時間となりました。9組の合 

唱後には、全校生徒による「ふるさと」の合唱で、会場が温かい雰囲気に包まれました。 

体育の部と合唱の部を通して深まった絆を、今後の学校生活にも活かしてほしいと思います。生徒の皆さん、

素晴らしい合唱をありがとうございました。 結果は以下の通りです。 

１年生 金賞５･９組  銀賞３･９組     

２年生 金賞２組 銀賞４･９組 

３年生 金賞７組 銀賞３組 銅賞８組  

学校長特別賞９組 
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ふるさと伏見を愛し、未来を拓く生徒の育成 



１１月の行事予定  
日 月 火 水 木 金 土 

  

  

 

 

 

 

 

 

 １ 

２ ３ 

 文化の日 

４ 

３年生懇談 １・２年生教育相談 

５ 

３年生懇談 １・２年生教育相談 

後期認証式(5 限) 

６ 

３年生懇談 １・２年生教育相談 

７ 

３年生懇談 １・２年生教育相談 

８ 

９ 10 

３年生懇談 １・２年生教育相談 
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テスト 1 週間前 
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18 

第３回テスト① 

19 

第３回テスト② 

20 

第３回テスト③ 

21 

中央各種委員会 

22 

23 

30 

24 

振替休日 

25 

 

26 

進路写真（５・６限） 

チャレンジ事前訪問（2 年） 

27 

ジョイジョブランド（1年） 

9組スポーツフェスタ 

28 

ジョイジョブランド（1年） 

29 

１２月の主な行事予定  

１２月２日（火）～５日（金）チャレンジ体験(2年) 

１２月１５日（月）～２２日（月）個別懇談会 

１２月２４日（火）２学期終業式 

◎年間予定は、伏見中学校ホームページに 

掲載しております。ご確認ください。 

御香宮祭礼 武者組巡行 

１０月１２日（日）「御香宮祭礼 武者組巡行」に本校の生徒が多数参加しました。重い甲冑を身に着け、「こんな

に重い甲冑を着て戦っていたのか」と驚きの声を漏らす生徒もいました。重さのために少し疲れを見せる場面も

ありましたが、雨の中、見物に来られた地域の方々に手を振るなど、最後まで責任を 

持って役割を果たしてくれました。 このような歴史と伝統のある伏見の祭礼に参加して 

生徒たちは貴重な経験を積むことができたと思います。 

第 79期生徒会本部役員選挙 

10月 22日（水）の 5・6時間目に、生徒会立会演説会および選挙が行われました。 

この日に向けて、立候補者たちは登校時の選挙運動、演説原稿やポスターの作成、 

前日のリハーサルなど、着実に準備を進めてきました。 

  立会演説会では、どの候補者も自分の言葉で熱い思いをしっかりと伝えてくれました。全校生徒の前で

の演説は緊張もあったと思いますが、堂々とした姿がとても印象的でした。聴いていた生徒たちも最後ま

で真剣に耳を傾け、とても良い雰囲気の中で演説会が行われました。演説会後は各クラスで投票が行わ

れ、第79期生徒会本部役員が決定しました。新しい生徒会本部役員の皆さんの活躍を期待しています！ 

 

 また、ちょうどこの時期、日本で初の女性総理大臣が誕生したというニュースもありました。社

会全体が「リーダーシップの多様性」について考える良い機会となっており、伏見中でも、性別や

立場に関係なく、誰もがリーダーとして活躍できる環境が広がっていくことを願っています。  


